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 平成 27 年度から平成 30 年度までの取組結果   

         

【取組内容】 

（１）知事等との関係～監視・評価・政

策立案・政策提言～ 

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 
平成 30 年度（参考） 

※平成 30年 11 月末時点の取組を記載 

①総合計画 

「みえ県民力ビジョン」及び「みえ県

民力ビジョン・行動計画」の策定並びに

同行動計画の「成果レポート」の作成に

合わせ、調査・審査を行い、知事への申

し入れを行います。 

 

①総合計画 

「みえ県民力ビジョン・第二次行動計

画」の策定に合わせ、調査・審査を行い、

中間案に対しては 11月 10 日に、最終案

に対しては１月 27 日に、知事への申し入

れを行い、分かりやすい県民指標の設定

などが、反映されたうえで議決しました。

また、「成果レポート」については、予算

決算常任委員会及び行政部門別常任委員

会で調査を行い、７月 30 日に知事への申

し入れを行い、部局間連携の徹底などの

提言が反映されました。 

 

 

 

 

①総合計画 

平成 28 年版「成果レポート」について

は、予算決算常任委員会及び行政部門別常

任委員会で調査を行い、８月９日に知事へ

申し入れを行いました。この申し入れにつ

いては、ポストサミットのさらなる展開な

どへ反映されました。また、平成 29 年度

三重県経営方針については、２月 15 日の

全員協議会で議論した結果、「日本の文化

聖地」についての記述を反映することがで

きました。 

 

①総合計画 

平成 29 年版「成果レポート」について

は、予算決算常任委員会及び行政部門別

常任委員会で調査を行い、８月４日に知

事へ申し入れを行いました。この申し入

れについては、「三重の未来を拓く攻めの

取組」などについて平成 30 年度当初予算

編成に反映されました。また、平成 30年

度三重県経営方針については、10月３日

の全員協議会で意見のあった「安心を提

供する医療・介護・福祉の充実」につい

て最終案に反映することができました。 

①総合計画 

平成 30 年版「成果レポート」につい

ては、予算決算常任委員会及び行政部

門別常任委員会で調査を行い、８月９

日に知事へ申し入れを行いました。 

②当初予算 

「当初予算」については、毎年度、予

算決算常任委員会を中心に調査・審査を

行います。 

②当初予算 

「当初予算」については、予算総括質

疑を行うなど、予算決算常任委員会を中

心に慎重に審議を行い、３月 22 日に議決

しました。 

 

 

②当初予算 

当初予算については、予算総括質疑を行

うなど、予算決算常任委員会を中心に慎重

に審議を行い、３月 21日に議決しました。

なお、他会計からの繰り入れや職員給与の

減額措置などについては、さまざまな議論

がありました。 

 

 

②当初予算 

当初予算については、予算総括質疑を

行うなど、予算決算常任委員会を中心に

慎重に審議を行い、３月 22 日に議決しま

した。なお、財源不足に対応するため、

県債管理基金への積立の見送りや企業庁

からの借入金の返済期間の変更など異例

の対応には批判的な意見もありました。 

 

 

②当初予算 

当初予算については、予算決算常任

委員会を中心に審議を行います。 

③個別の行政計画 

個別の行政計画については、改訂時期

を見据え、基本的には、所管の常任委員

会で調査・審査を行います。 

③個別の行政計画 

議決対象計画をはじめ、県政に重要な

個別の行政計画について、調査・審査を

行いました。 

※議決対象計画 

・「三重県観光振興基本計画」 

・「三重県新エネルギービジョン」 

・「三重県食を担う農業及び農村の活性

化に関する基本計画」 

・「三重県人権施策基本方針」 

 

 

 

 

 

 

③個別の行政計画 

議決対象計画をはじめ、県政に重要な個

別の行政計画について、調査・審査を行い

ました。 

※議決対象計画 

・「第２次三重県男女共同参画基本計画」 

 

③個別の行政計画 

議決対象計画をはじめ、県政に重要な

個別の行政計画について、調査・審査を

行いました。 

※議決対象計画 

・「第２次みえ歯と口腔の健康づくり基

本計画」 

③個別の行政計画 

※議決対象計画  

なし 

参考資料３ 
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【取組内容】 

（１）知事等との関係～監視・評価・政

策立案・政策提言～ 

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 
平成 30 年度（参考） 

※平成 30年 11 月末時点の取組を記載 

④特に調査・検討を要する重要課題 

県政の重要課題で、特に調査・検討を

行うべき事項については、必要に応じて、

特別委員会や附属機関、調査機関、検討

会等を設置し、政策提言や政策立案を行

います。 

 

④特に調査・検討を要する重要課題 

・「人口減少対策調査特別委員会」を平成

27 年５月 13 日に設置して、参考人招致

を行うなど詳細な調査・審査を行いま

した。また、９月４日には知事への申

し入れを行い、新規事業に反映され、

３月 22 日には委員長報告を行いまし

た。 

 

・「地方創生に関する政策討論会議」を平

成 27 年６月 30日に設置して、町長や

外部の有識者等からの意見聴取も行い

つつ、限られた時間の中で集中的に議

論しました。それらの成果を「地方創

生に関する提言」としてとりまとめ、

９月４日に知事への申し入れを行い、

人口分析や県の役割、交流人口の視点

などが「三重県まち・ひと・しごと創

生総合戦略」に反映されました。 

 

・「三重県手話言語に関する条例検討会」

を平成 27年 10 月 29 日に設置して、有

識者からの意見聴取や先進地視察な

ど、条例の制定に向けた調査・検討を

行いました。 

 

 

 

 

 

 

④特に調査・検討を要する重要課題 

・「子どもの貧困対策調査特別委員会」を

平成 28 年５月 16 日に設置して、県内外

調査や参考人招致を行うなど詳細な調

査・審査を行いました。12 月 21 日には

スクールソーシャルワーカーの増員な

どを求めた中間報告を行い、事業費の増

額に反映されました。また、３月 21 日

には児童養護施設の子どもたちの自立

支援などを求めた委員長報告を行うと

ともに、３月 24日には知事への提言も

行いました。 

 

・「サミットを契機とした地域の総合力向

上調査特別委員会」を平成 28 年５月 16

日に設置して、県内調査や参考人招致を

行うなど詳細な調査・審査を行いまし

た。９月 15 日にはポストサミットに係

る意見などを中心とした中間報告を行

い、新規事業に反映されました。また、

３月21日には観光誘客や産業振興など5

つの観点から委員長報告を行うととも

に、３月 24 日には知事への提言も行い

ました。 

 

・「選挙区調査特別委員会」を平成 28 年５

月 16 日に設置して、県内調査や参考人

招致を行うなど詳細な調査・審査を行い

ました。平成 29年５月 18 日には委員長

から報告を行う予定です。 

 

・「三重県手話言語に関する条例検討会」

を平成 27年 10 月 29 日に設置して、有

識者からの意見聴取や先進地視察など、

条例の制定に向けた調査・検討を行いま

した。そのうえで、三重県手話言語条例

（案）に対する意見募集（パブリックコ

メント）を行い、議員提出条例として上

程し、６月 30 日に全会一致で議決しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④特に調査・検討を要する重要課題 

・「障がい者差別解消条例策定調査特別委

員会」を平成 29年５月 18 日に設置し

て、県内外調査や参考人招致を行うな

ど詳細な調査・審査を行いました。障

がい者差別の解消だけでなく、共生社

会の実現に向けた施策についても盛り

込むこととし、12 月に条例案の骨格、

３月に中間案を決定しました。また、

平成30年４月４日から５月７日までパ

ブリックコメントを実施しました。 

 

・「働き方改革調査特別委員会」を平成 29

年５月 18日に設置して、県内外調査や

参考人招致を行うなど詳細な調査・審

査を行いました。平成 30 年２月には、

県内企業の意識改革を進めるための継

続的な取り組みや、ダイバーシティに

関する考え方の普及・啓発、建設業に

おける週休２日の取り組みの推進や公

共工事の発注時期の平準化など、働き

方改革の実現に向けた委員長報告を行

いました。 

  

・平成 29年５月 15 日の「選挙区調査特

別委員会」において定数及び選挙区に

関して正副委員長案が提示されました

が、合意には至りませんでした。その

後、議論の参考とするために、直接県

民の皆さんから定数及び選挙区に係る

ご意見もお聴きしました。これらを踏

まえて、12 月７日の委員会において、

県南部地域が抱える人口減少等の課題

に対応するため、県南部地域の議員定

数を増加させる委員長案を提示しまし

たが、選挙制度において何が優先され

るべきかという信念等の隔たりは大き

く、委員会としての最終的な取りまと

めを断念し、平成 30年２月に調査・検

討を終了しました。なお、定数及び選

挙区については、委員長案とほぼ同じ

内容の議員提出条例案が平成30年２月

26 日に提出され、審議の結果、平成 30

年３月 22日に可決されました。 

 

④特に調査・検討を要する重要課題 

・「障がい者差別解消条例策定調査特別

委員会」を平成 29 年５月 18 日に設

置して、県内外調査や参考人招致を

行うなど詳細な調査・審査を行い、

約１年間の検討を経て条例案を取り

まとめました。この条例案は、平成

30 年６月 29 日の本会議において、

全会一致で可決・成立しました。 

 

・「大規模な災害等緊急事態への県議会

の対応に関する検討会」を平成 30年

6 月 29 日に設置して、執行部の取組

み状況の確認や県外調査など、詳細

な調査を行いました。こうした調査

を踏まえ、大規模な災害その他の緊

急事態への対応に関する三重県議会

指針（案）等の策定に向けた検討を

行っています。 
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【取組内容】 

（１）知事等との関係～監視・評価・政

策立案・政策提言～ 

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 
平成 30 年度（参考） 

※平成 30年 11 月末時点の取組を記載 

⑤重点調査項目 

６月に策定する年間活動計画において

委員会ごとの重点調査項目を定め調査・

審査を行います。 

（別紙 参考資料５参照） 

⑤重点調査項目 

年間活動計画の中で定めた重点調査項

目に基づいて、県内外調査を実施するな

ど、年間を通じて重点調査項目の調査・

審査を行いました。 

 

 

⑤重点調査項目 

各常任委員会が作成する年間活動計画

の中で定めた重点調査項目に基づいて、県

内外調査を実施するなど、年間を通じて重

点調査項目の調査・審査を行いました。 

 

⑤重点調査項目 

各常任委員会が作成する年間活動計画

の中で定めた重点調査項目に基づいて、

県内外調査を実施するなど、年間を通じ

て重点調査項目の調査・審査を行いまし

た。 

 

 

 

⑤重点調査項目 

各常任委員会が作成する年間活動

計画の中で定めた重点調査項目に基

づいて、県内外調査を実施するなど、

年間を通じて重点調査項目の調査・審

査を行っています。 

 

⑥議員勉強会 

議員の政策形成能力の向上を図るた

め、全議員を対象とする勉強会を開催し

ます。 

⑥議員勉強会 

第１回 平成 27年 ７月 13 日 

テーマ：「人口減少社会の移住・定住促進」 

塩見 直紀 氏（半農半Ｘ研究所代表） 

 

第２回 平成 27年 12 月 17 日 

テーマ：「多様化する広報媒体と、その特

徴を活かした効果的な広報」 

北村 啓司 氏（株式会社ＣＡＰ プロ

デューサー） 

 

第３回 平成 28年 １月 18 日 

テーマ：「地方創生と三重大学の役割」 

駒田 美弘 氏（三重大学学長） 

 

 

 

 

 

 

⑥議員勉強会 

第１回 平成 28年９月 21 日 

テーマ：「子どもの貧困対策について」 

道中 隆 氏（関西国際大学教授） 

 

第２回 平成 28年 11 月 25 日 

テーマ：「手話の普及をめぐる現状と課題」 

澤 貴之 氏（群馬大学教授） 

 

第３回 平成 29年３月 16 日 

 テーマ：「女性の職業生活における活躍推

進について」 

権丈 英子 氏（亜細亜大学副学長） 

 

 

⑥議員勉強会 

第１回 平成 29年 10 月 17 日  

テーマ：「働き方改革、そこが間違ってま

す！」 

白河 桃子 氏（相模女子大学客員教授、

少子化ジャーナリスト、作家） 

 

第２回 平成 30年１月 18 日 

テーマ：「若者と政治」 

原田 謙介 氏（NPO 法人 YouthCreate 

代表理事） 

 

第３回 平成 30年３月５日  

テーマ：「地域が育てたスポーツクラブ 

アルビレックス新潟」 

田村 貢 氏（一般社団法人日本女子サ

ッカーリーグ 専務理事） 

 

⑥議員勉強会 

第１回 平成 30年 10 月 15 日  

テーマ：「これからの議会改革に問わ

れるもの」 

廣瀬 克哉 氏（法政大学副学長） 

 

第２回 平成 30年 12 月 20 日（予定） 

テーマ：「災害時における議会・議員

の役割と取組」 

鍵屋 一 氏（跡見学園女子大学 観

光コミュニティ学部 コミュニティデ

ザイン学科 教授） 
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【取組内容】 

（２）県民との関係～広聴広報～ 
平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

平成 30 年度（参考） 

※平成 30年 11 月末時点の取組を記載 

①議長定例記者会見 

議会に係る情報発信を行うため、議長

定例記者会見を月１回実施します。 

 

①議長定例記者会見 

平成 27 年度開催実績：11 回（就任記者

会見を除く） 

 

 

①議長定例記者会見 

三重県議会 10 大ニュースなどを発表し

ました。 

平成 28 年度開催実績：12 回（就任記者

会見を除く） 

※平成 29年２月から手話通訳を導入 

①議長定例記者会見 

三重県議会10大ニュースなどを発表し

ました。 

平成 29 年度開催実績：12 回（就任記者

会見を除く） 

 

①議長定例記者会見 

平成 30 年度開催実績：８回（就任

記者会見を除く） 

②広聴広報会議 

効果的な広聴広報の取組について協

議・調整するため、広聴広報会議を月１

回程度開催します。 

 

 

②広聴広報会議 

「議会広聴広報計画」の策定、「みえ県

議会だより」の編集、「みえ県議会新聞」

の編集、「みえ現場 de県議会」の開催、「み

え県議会出前講座」の実施、「みえ高校生

県議会」の開催準備、「傍聴者アンケート」

の対応などについて、協議しました。 

特に、「みえ県議会だより」については、

見直しの協議を行い、平成28年度からは、

従来の公共施設への配置に加え、新聞折

込も行うこととし、紙面も新聞折込に適

したタブロイド版へと移行しました。 

平成 27 年度開催実績：11 回 

 

②広聴広報会議 

「議会広聴広報計画」の策定、「みえ県

議会だより」の編集、「みえ県議会新聞」

の編集、「みえ現場 de 県議会」の開催、「み

え県議会出前講座」の実施、「みえ高校生

県議会」の開催、「傍聴者アンケート」の

対応などについて、協議しました。また、

三重県手話言語条例が平成 29 年４月から

施行されることも踏まえ、平成 29年度に

代表・一般質問の中継映像への手話通訳挿

入の試行を実施することを決定しました。 

平成 28 年度開催実績：11 回 

②広聴広報会議 

「議会広聴広報計画」の策定、「みえ県

議会だより」の編集、「みえ県議会新聞」

の編集、「みえ現場 de 県議会」の開催、「み

え県議会出前講座」の実施、「みえ高校生

県議会」の開催、「傍聴者アンケート」の

対応などについて、協議しました。また、

議会中継への手話通訳導入を試行し、ア

ンケートを実施したところ、肯定的な意

見が多かったことから、平成 30 年度から

代表質問と予算決算常任委員会総括質疑

において手話通訳を導入することを決定

しました。 

平成 29 年度開催実績：12 回 

 

②広聴広報会議 

「議会広聴広報計画」の策定、「みえ

県議会だより」の編集、「みえ県議会

新聞」の編集、「みえ現場 de 県議会」

の開催、「みえ県議会出前講座」の実

施、「みえ高校生県議会」の開催、「傍

聴者アンケート」の対応などについ

て、協議しました。 

平成 30 年度開催実績：11 回 

ア みえ現場 de県議会 

多様な県民の意見を取り入れる広聴機

能を強化し、議会での議論に生かしてい

くため、県政の重要課題等を設定して、

関係団体や県民に広く参加を呼びかける

「みえ現場 de 県議会」を開催します。 

 

ア みえ現場 de県議会 

下記のとおり２回開催し、議会での議

論の参考にしました。 

 

第１回 平成 27年 11 月 11 日 

テーマ：「若者の声を県政に」（名張市）                  

【高校生等 13 人（うち公募 7人）、議員

13 人】 

 

第２回 平成 28年 ２月 ５日 

テーマ：「鳥獣害に強い地域づくり」（松

阪市） 

【県民 10人（うち公募 4人）、議員 14 人】 

 

ア みえ現場 de県議会 

平成 29 年１月 18 日 

テーマ：「女性活躍の推進～中小企業の現

場で～」（鈴鹿市） 

【女性経営者等６人（うち公募３人）、議

員 13 人】 

 

【参考】 

平成 29 年３月に津市内で開催された三重

県中小企業レディース中央会との懇談会

にも議会として積極的に参加し、多くの女

性の声を聴くよう努めました。 

ア みえ現場 de県議会 

以下のとおり２回開催し、議会での議論

の参考にしました。 

 

第１回 平成 29年 11 月 24 日 

テーマ：「文化振興」（桑名市） 

【県民６人（うち公募３人）、議員 14 人】 

 

第２回 平成 30年 １月 22 日 

テーマ：「観光・交流の推進」（鳥羽市） 

【県民７人（うち公募４人）、議員 13 人】 

 

ア みえ現場 de県議会 

平成 30年 11 月 19 日 

テーマ：「ダイバーシテイ社会の推進」

（亀山市） 

【県民６人（うち公募３人）、議員 16

人】 

 

イ みえ高校生県議会 

高校生の議会に対する関心を高めると

ともに、高校生の意見を議会での議論に

反映していくため、「みえ高校生県議会」

を開催します。 

 

イ みえ高校生県議会 

平成 28 年度の開催に向けて、開催要領

を決定し、参加校の募集を行いました。 

 

 

 

イ みえ高校生県議会 

高校生に議会活動を体験してもらうこ

とで議会に対する関心を高めてもらうと

ともに、高校生の意見を直接聴くことで議

会での議論に反映していくことを目的に、

下記のとおり開催しました。また、インタ

ーネットの録画中継には手話通訳を挿入

し、配信しました。 

平成 28 年８月 19 日【高校生 52 人（16 校）、

議員 19 人、知事、教育長】 

 

イ みえ高校生県議会 

平成 30 年度の開催に向けて、開催要領

を決定し、参加校の募集を行いました。 

イ みえ高校生県議会 

高校生に議会活動を体験してもら

うことで議会に対する関心を高めて

もらうとともに、高校生の意見を直接

聴くことで議会での議論に反映して

いくことを目的に、下記のとおり開催

しました。また、インターネットの生

中継には手話通訳を挿入し、配信しま

した。 

平成 30 年８月 21 日【高校生 40 人（11

校）、議員 14 人、知事、教育長（代理）、

環境生活部長】 
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【取組内容】 

（２）県民との関係～広聴広報～  
平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

平成 30 年度（参考） 

※平成 30年 11 月末時点の取組を記載 

ウ みえ県議会出前講座 

学校からの申込みを受けて、児童、生

徒、学生に対して、三重県議会の仕組み

等を学校に出向いて説明し、質疑応答を

行う「みえ県議会出前講座」を実施しま

す。 

ウ みえ県議会出前講座 

学校からの申し込みを受けて、１月 19

日から３月１日の間に、計８校 361 人の

児童生徒に対して、実施しました。実施

後のアンケートでは、「とてもよかった・

よかった」が 92％と肯定的な結果でした。 

 

 

ウ みえ県議会出前講座 

学校からの申し込みを受けて、７月８日

から２月 21 日の間に、計８校 453 人の児

童生徒に対して、実施しました。実施後の

アンケートでは、「とてもよかった・よか

った」が 86％と肯定的な結果でした。 

ウ みえ県議会出前講座 

学校からの申し込みを受けて、７月７

日から２月 27 日の間に、計 16校 1,136

人の児童生徒に対して、実施しました。

実施後のアンケートでは、「とてもよかっ

た・よかった」が 86％と肯定的な結果で

した。 

 

ウ みえ県議会出前講座 

学校からの申し込みを受けて、９月

26 日から 11 月 28 日の間に、計４校

877 人の児童生徒に対して、実施しま

した。 

     

【取組内容】 

（３）常任委員会の活動 
平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

平成 30 年度（参考） 

※平成 30年 11 月末時点の取組を記載 

【委員会活動の振り返り】 

議会活動の中心的な役割を果たす各常

任委員会において、委員会活動が「監視・

評価・政策立案・政策提言」の充実に寄

与できたかという観点から、委員会（予

算決算常任委員会の場合は理事会）によ

る自己評価を毎年行います。 

（別紙 参考資料４参照） 

【委員会活動の振り返り】 

２月定例月会議の際に、試行として委

員会活動の自己評価を行いました。 

 

 

 

 

【委員会活動の振り返り】 

２月定例月会議の際に、委員会活動の自

己評価を行いました。 

 

【委員会活動の振り返り】 

２月定例月会議の際に、委員会活動の

自己評価を行いました。 

 

【委員会活動の振り返り】 

２月定例月会議の際に、委員会活動

の自己評価を行います。 

 

 


